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　高度産業社会とよばれる現代の豊かな社会で，人々の経済的な生活水準は非常
に高くなった。しかし，実質的な生活の内容をみると，改善しなければならない
問題も多い。こうして，生活の質の向上をめざす公共政策としての，総合的な社
会政策の必要性が主張され，社会政策研究の重要性が再認識されようとしている。
　ところが，社会政策ほど，その概念にかんして論議が繰り返され，しかもなお，
その定義が定まらないものはないともいえる。社会政策の研究は，労働問題を対
象とする社会科学として発展し，労働政策論が主流となって，理論的な研究も深
められた。日本の学界では「社会政策は，資本主義体制の安定のために，国家が
おこなう労働力保全政策である」という特殊な労働政策論がだされ，社会政策本
質論がさかんに論議された時期もあった。
　しかし，社会政策の本質をめぐるこの論争は，いつしか中断された。この論議
は抽象的な方法論を傾き，現実の労働問題を分析し労働政策を支える理論的基礎
としての役割をはたさなくなったからである。
　労働政策をめぐる状況は大きく変化し，応用経済学としての労働経済学の研究
が，特殊日本的な社会政策論とは別の次元で発達してきた。豊かな社会の労働経
済にかんする理論的・実証的な研究が，とくにアメリカ合衆国で急速に発展した。
　労働経済学が発展するにつれて，社会政策の研究は影が薄くなりがちであった
が，蓮論の発展は適正な政策を支える基礎としての役割をはたしてこそ，意義が
あるといえる。また，現代社会の労働問題は，さまざまな領域に関連して，労働
者の生活の質の向上を求める福祉政策の中で論議すべき必要にせまられている。
こうして，社会政策研究の重要性が再認識されるようになり，単なる労働政策を
こえて，総合社会政策とよばれるものに拡大しつつある。
　さて，このような難しい問題を抱える社会政策のゼミを担当し，学生各人のさ
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まざまな研究関心に応じて，適切な指導を行うことは容易ではない。亜細亜大学，
早稲田大学（非常勤）そして明治大学でゼミを担当し，その経験は二十数年間に
なるが，指導方法に工夫をこらし，さまざまな試みを行い，未だに模索を続けて
いる状態は，まさに汗顔のいたりという外ない。
　しかし，私のゼミの方針は一貫して，学生の主体性を重んじることにある。し
たがって，ゼミの効果があがるか否かは，学生がどれだけ真剣に取り組んでくれ
るかにかかっている。　　　　　　　　　　　　　　　　，
　といっても，自由放任政策をとる訳にはゆかない。とくに最近の学生には，か
なり初歩的な学習の仕方から指導しなければならないのが現実である。しぶしぶ
妥協して，中学校の教師になったつもりで，最初は懇切丁寧な指導から開始して
いる。まず，基本的な文献リストを配布することから始まって，ノートのとり方，
レポートの提出の仕方，そしてやむを得ず欠席する場合には必ず連絡するように
というような注意を，口頭で伝えるだけでは効果がないので，プリントにして配
布している。
　3年次では，できるだけ多くの基礎的な文献を読むことから始めてi4年次で
は各人のテーマを設定して卒業論文の作成に力を注ぐよう指導している。ほぼ同
じ指導の仕方をしていても，研究ムードが盛りあがる年と，低調な年とがある。
それほど高度な研究を要求したつもりはないが，レポートの提出期限など最低限
の規律だけは守るように要求すると，ドロップアウトする者がでてしまうのは残
念である。
　他方，驚くほど意欲的な卒業論文が出されることもあり，成績優秀者として表
彰されて卒業する者，外国に留学する者，こうして元気に巣立ってゆく若者たち
を見送るのが，教師の楽しみである。
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